第3巻第17課

第17課
目標

	日本語学習目標

・料理の味を表現することができる。
・友だちを招くときの献立を相談することができる。
・相手に食べ物を勧めたり、それに対して受けたり断ったりすることができる。
文化・人間関係目標

・友だちの好みや食習慣を考慮して、献立を考える。
・代表的な日本料理である、すしやてんぷらのほか、日本でよく食べられている料理について、その名前を知る。
・日本料理の特徴である、新鮮な素材をいかした調理法などについて知り、中国料理と比較する。
・生で食べる料理がなぜ日本で発達したのか、気候風土・地理と食べ物との関係について考察する。
・牛丼の作り方を知る。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳と張が誕生日パーティーに友達を招待し、みんなで食事をする場面を取り上げました。美佳はどんな味だと思ったのか想像させたりして、トピックを導入しましょう。

・問いかけ例

　　○美佳が食べたものは何ですか。

　　○どんな味だったと思いますか。

　　○美佳はその料理の味が好きだと思いますか。

　　○あなたはどんな味が好きですか。

学習活動（学习活动）
どんな味かな？
	活動のねらい

	・料理の味を表現することができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	
	辛い、すっぱい、甘い、苦い

辛いもの、すっぱいもの

甘いもの、苦いもの


●活動内容

· 1．①～⑩のそれぞれの料理をみて、どんな特徴で分類をしているのかを考えます。
2．分類ごとにほかにどんな料理があるかを考えて書きます。中国語でいいです。
・参考解答
①肉　②魚　③野菜　④スープ　⑤麺　⑥果物　⑦辛いもの

　　　⑧すっぱいもの　⑨甘いもの　⑩苦いもの
●制作意図＆授業のヒント

・クイズ形式で分類理由を考えることを通して、語彙の復習・導入をしましょう（肉、魚、野菜、スープ、麺、果物は9課で既出。味を表す語彙はこの課で新出）。また、次の活動への頭の活性化にもなります。
●補足説明

・ほかによく味を表す言葉として「塩辛いもの／しょっぱいもの」がありますが、これは扱っていません。日本では塩味が濃すぎるというとマイナスのイメージがあって、次のメニューを決める活動では出てこないと考えられるからです。
どんな献立にする？
	活動のねらい

	・友だちの好みや食習慣を考慮して、友だちを招くときの献立を相談することができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	●
	既習

[王くん]は、[すっぱい]料理が好き。

[酸辣汤]はどう？

－いいね。じゃあ、[酸辣汤]にしよう。

[李さん]は[魚]が好き？

[李さん]は[甘い]料理が好き？
	


●活動内容

・招待する人の好みや食習慣を考慮しながら、友達と相談をして、紹介時の献立を考えて書く。

●制作意図＆授業のヒント

・どんな献立だと喜ばれるか相手のことを考えながら献立を決めてみましょう。献立を決めた後、その料理が相手の好みとあっているかチェックしあってもおもしろいでしょう。

・料理の名前は中国語で言ってもいいです。

・テーブルのイラストの上に、料理名を文字で書きます。絵を添えてもいいです。

●補足説明

なし
みんなで食べよう！
	活動のねらい

	・相手に食べ物を勧めたり、それに対して受けたり断ったりすることができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	●
	今日の料理は、［清蒸魚］と［ちらし寿司］と……です。

どうぞ。

もうおなかがいっぱい？

―もうおなかがいっぱい。

これ、おいしいよ。

［魚］、食べる？

［ジュース］、飲む？

―ありがとう。

―ありがとう。もうおなかがいっぱい。
	散らし寿司


●活動内容
・ふだん、自分はほかの人に食べ物をどう勧めるか、勧められたらどう答えているかを振り返る。食事の場面で友達に食べ物を日本語で勧めてみる。
●制作意図＆授業のヒント

・実際の食事の場面で、自分たちが考えた献立を紹介したり、料理を勧めたりできるようになるための活動です。
・普段食事を勧めるとき、どんな言語行動をとっているか、ロールプレイをさせてみるといいでしょう。そのとき、非言語行動にも気をつけさせましょう。

・メニューはP69の活動で考えたものを利用しましょう。実際に料理を用意するのは難しいので、紙に料理名を書いて机の上に並べて練習するといいでしょう。表情や動作も意識しながらやってみましょう。

●補足説明

・美佳の家のテーブルには、日本料理だけではなく、いろいろな料理が並んでいます。
　　　散らし寿司：この課のコラムの説明が参考になります。

　　　清蒸魚：日本語で「蒸し魚」です。
　　　紫菜巻：日本語で「のり巻き」です。のり巻きは日本ではポピュラーな食べ物ですが、美佳の家のテーブルの上にあるのりまきは朝鮮族風・韓国風ののり巻きです。

　　　辣白菜：日本語で「キムチ」です。
日本語広場（日语广场）
牛丼

	目標

	・牛丼の作り方を知る。


●制作意図＆授業のヒント
・この課の広場では学習活動の内容的関連から、日本料理を取り上げました。中でも、マイケルが好きな料理でもあり、中国にある食材でも作れる日本料理として牛丼を選びました。

・可能であれば生徒といっしょに作ってみるのはどうでしょうか。それが難しい場合でも、生徒に家で作ってみるように勧めてみましょう。

●補足説明

・第4巻の漫画やコラムで、牛丼店の吉野家を扱っています。

・日本では牛丼のファーストフード店が各地にあります。「安くて、早くて、おいしい」ことから、多くの人に（特に若者や男性に）人気があります。中国に進出している店もあります。

コラム（专栏）

日本料理

	目標

	・代表的な日本料理である、すしやてんぷらのほか、日本でよく食べられている料理について、その名前を知る。

・日本料理の特徴である、新鮮な素材をいかした調理法などについて知り、中華料理と比較する。

・生で食べる料理がなぜ日本で発達したのか、気候風土・地理と食べ物との関係について考察する。


●制作意図

・この課の学習活動では、友人を家に招くときにどんな献立で迎えるかを相談します。また、漫画には散らし寿司などの日本料理も登場します。そこで、この課のコラムでは日本料理を取り上げました。日本料理というと、寿司、てんぷら、刺身、すき焼きなどが海外では有名ですが、日本の家庭で日常食べられている食べ物はもっと多様です（第2巻第9課のコラムも参照）。また、寿司といってもいろいろな種類があります。このコラムでは様々な日本料理を写真で紹介するとともに、どうして日本料理では生で食べる料理が発達したのかなどについても紹介しています。また、日本料理と中華料理の共通点の有無にも着目しました。

　◇気付かせたいポイント

　　・日本料理の特徴

　　・日本料理と中華料理の共通点の有無

●授業のヒント
・まず、日本料理を食べたことがあるか、どんな日本料理を知っているか、生徒に聞きます。それから、教科書P72を見て、知っている料理の数を数えてみましょう。もし、クラスの中に、P72にのっている料理を食べたことのある生徒がいれば、どんな料理だったか、味はどうだったかなどを発表してもらうといいでしょう。もちろん、教師の経験を話してもいいでしょう。

・P72・73の写真を見ながら、グループで自分がおいしそうだと思う料理を指さして「おいしそう！」と言う活動もできます。おいしそうだと思うものが人によって違うので、友だちの新しい面を発見することができるでしょう。

・P72の料理の中に、日本以外の国の影響を受けた料理がないか、探してみることもできます。また、中華料理と似ている料理がないかを探してみるのもおもしろいでしょう。

・P73の左上の囲みの写真を使って、料理の並べ方や食事に使う道具、食器の大きさや形などに注目して、中国と共通点、相違点がないかを探すことができます。

・また、P73の下の囲みを読んでから、日本のわさびと同じような殺菌作用のために使われる食材が中華料理にないか、調べてみましょう。

●補足説明

・P72の日本料理について

　てんぷら：野菜や海鮮などに小麦粉で作った衣をつけて揚げた料理です。出汁（だし）と呼ばれる魚介類から取ったスープのようなものにつけて食べたり、塩をつけて食べたりします。また、うどんやそばなどの麺類の具として入れることもあります。

　すき焼き：牛肉と野菜を醤油や砂糖と一緒に煮込む鍋料理です。火が通った肉や野菜を溶き生卵につけて食べます。関東と関西で作り方や味付けが少し違います。

　うな重：鰻に甘いたれをつけて焼いたものを、ご飯の上に乗せた料理です。

　とんかつ：厚みのある豚肉にパン粉をつけて揚げた料理です。

　親子丼：鶏肉と玉ねぎなどの野菜を煮たものに卵を入れて固めたものを、ご飯の上に乗せて食べる料理です。鶏肉と卵が親子なので、親子丼と呼ばれています。この料理が入っている食器のことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どんぶり),丼)と呼びます。丼にご飯を入れて、具を上に乗せた料理は、「～丼」と呼ばれます（P71の広場の「牛丼」も参照）。

　焼き魚：魚を焼いたものです。味付けをせずにそのまま焼くこともありますし、塩やたれをつけて焼くこともあります。網の上で焼くものが多いです。

　茶碗蒸し：卵にだし汁を混ぜて蒸した料理です。中国の「鸡蛋羹」と似ています。

　煮物　：野菜や肉などを煮た料理です。

　冷奴　：冷たく冷やした豆腐に醤油をかけて食べる料理です。薬味のねぎや生姜を刻んだ物などといっしょに食べることが多いです。

　うどん：小麦粉で作った太麺をうどんと言います。写真のうどんは温かいスープに入っているものですが、冷たいスープに入っているうどんもあります。具には、写真のように卵を入れたり、てんぷらを入れたり、海苔やわかめなどの海藻を入れたりします。卵を入れたうどんは、卵が月のように見えるので、月見うどんと呼んだりします。

　ざるそば：そばは、蕎麦粉で作った細麺です。写真の料理は、茹でたそばを冷たく冷やしてざるの上に乗せてあります（写真では見えませんが、そばの下は竹でできたざるになっています）。それを、冷たいスープに少しずつつけて食べるのが、ざるそばです。ほかにも、温かいスープの中に入ったそば料理もあります。

　納豆　：大豆を発酵させた食べ物で、粘りがあります。醤油と辛子を少し入れて、かき混ぜてご飯と一緒に食べることが多いです。健康にいいと言われていますが、少し臭いがあるため、日本人の中でも好き嫌いが分かれます。

　ラーメン：もともとは中国から伝わった麺料理ですが、日本独自の発展を遂げて、今では地方によって特色のあるラーメンが存在するようになりました（東京ラーメン、札幌ラーメン、博多ラーメンなど）。中国でも、日本のラーメンが「日式拉面」と呼ばれていることからも、中国のラーメンとは違うことが分かります。

　お好み焼き：小麦粉、キャベツ、卵、魚介類や豚肉と一緒にかき混ぜて焼いて食べる料理です。ソースやマヨネーズなどをかけて食べます。

　カレーライス：もともとはインドから伝わった料理ですが、日本風のアレンジが加えられて、今ではインドカレーとは違う料理として認識されています。インドカレーよりもとろみがあり、ご飯にかけて食べます。日本のスーパーには「カレールー」と呼ばれるスパイスを全部合わせた調味料が売っているので、家庭で簡単にすぐ作ることができる料理です。

　梅干　：梅を干したものですが、中国の「话梅」のように乾燥しているのではなく、水分が残っています。味は酸っぱいものが多いです。ご飯と一緒に食べたり、おにぎりの中に入れたりします。梅干しを入れておくと、ご飯が腐りにくいと言われているので、夏場のおにぎりにはよく入れられます。

　

・P73左上の囲み：日本では写真のように、ご飯は左側に、みそ汁などの汁物は右側に、お箸は手前に横向きに置きます。

・P73の左上、右上の囲みにあるように、日本ではお皿の上に一人分の料理を取り分けた状態で提供することが多くあります。ただし、家庭料理では、おかずは取り分けずに大きな器に盛ってあることもあります。

・P73の右上の囲みの写真に見られるように、日本料理ではいろいろな形の器が使われています。冷たい料理はガラスの器に入れたり、料理の色と器の色の組み合わせを考えたりするので、西洋料理のレストランに比べて日本料理のレストランは食器の種類が多く必要だと言われています。

・お寿司のときには、炊いたご飯にお酢、砂糖と塩を混ぜて、熱を取ったご飯「酢飯（すめし）」を使います。

・殺菌作用のある食材として、わさびが紹介されていますが、そのほか、次の食材も殺菌作用があると言われています。

　　生姜／しその葉／みょうが／お酢／梅干し　など
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・イラストの場面や人物の気持ちに即してメニューを考えたり、友達に食べ物を勧めてみたりしましょう。解答例はCDで確認することができます。
●補足説明

参考解答

左上：水煮魚はどう？

右上：今日の料理は、散らし寿司と水煮魚と清蒸魚です。
左中：どうぞ。

右中：ジュース、飲む？［これ、飲む？］

左下：これ、おいしいよ。［どうぞ／これ、王くんの好きな料理。／王くん、辛いものが好き？／これ、辛いもの　など］

右下：もうおなかがいっぱい？
